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第２章 スポーツ推進の意義 

１ スポーツの価値と可能性 

スポーツに親しむことは、心身の健全育成や体力の向上、健康の維持・増進、楽し

みや喜び、爽快感や達成感等の精神的な充足感の獲得につながり、他者を尊重する意

識や協調性、自律心や公平さを尊ぶ態度、実践的な思考力や判断力を育むといった人

格の形成にも大きな影響を与えます。 

また、スポーツに親しむ人が増えることで、健康寿命の延伸と医療・介護費の削減・

抑制、多様性を認め合う意識の醸成、地域コミュニティの活性化、市民活力の創出、

地域経済の活性化等の効果が期待できます。 

このように、スポーツは個人として楽しさや喜びを得られるだけではなく、地域の

課題解決に資する役割も期待できます。 

 

２ スポーツのとらえ方 

スポーツ（sport）という言葉は、ラテン語の 「deportare」に由来する単語と言わ

れています。この言葉が、古代フランス語で「気分を転じる・楽しませる・遊ぶ」と

いった意味をもつ 「desporter」を経て、英語の「disport」となり、そして、現在の

「sport」に至ったとされています。また、競技や種目の集合体を表現する際に用いら

れることが一般的な「sports」と異なり、「sport」は人類共通の文化としてのスポー

ツを意味する言葉としてとらえられています。 

本計画では、市民がスポーツ（sport）をより身近なものとして楽しみ、人類共通の

文化として親しむことができるように、スポーツの語源や「スポーツ基本法」で示さ

れている定義 「スポーツは、心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、精神的な

充足感の獲得、自律心その他の精神の涵(かん)養等のために個人又は集団で行われる

運動競技その他の身体活動」を踏まえ、スポーツの概念を幅広くとらえます。具体的

には、勝敗や記録を競うものだけではなく、身体を動かす遊びやレクリエーション、

散歩やウオーキング、健康づくり・介護予防のためのトレーニングや体操なども含め、

自発的に楽しむ身体活動全てをスポーツとしてとらえます。 

【図表２－１ スポーツのとらえ方】 

 

  

競技スポーツ

ルールに基づいて勝敗や記録を競うスポーツ

自発的に楽しむ身体活動

健康の保持・増進、気晴らし・楽しみ、美容等を目的とした運動

〈具体的事例〉

陸上競技 水泳 サッカー ラグビー 野球 自転車競技 ボッチャ ゴールボール

ウォーキング ジョギング サイクリング 筋力

トレーニング
ラジオ体操 ヨガ 階段昇降 レクリエーション

〈具体的事例〉
〈参考〉

・公益財団法人 日本スポーツ協会

「スポーツ」の語源や由来とは？

定義における「体育」との違いも解説

（公益財団法人 日本スポーツ協会 2026-01-21）

https://media.japan-sports.or.jp/news/41

・中村敏雄・髙橋健夫・寒川恒夫・友添秀則

21世紀スポーツ大事典（大修館書店,pp.4-11）

・文部科学省

スポーツ基本法（平成23年法律第78号）


